
6932CP予定帝王切開術 パス日数：9日間
入院日・術前 退院日
入院日・術前 手術前 手術後 術後１日目 術後２日目 術後３日目 術後４日目 術後５日目 術後６日目 術後７日目

　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　） 　　月　　日（　）
安全に計画通りに手術（治療・検
査）ができる

合併症を起こさない

分娩開始徴候がない ⇒
バイタルサインが安定している ⇒ ⇒ ⇒ 保育の習得ができる 母乳栄養の確立ができる ⇒
子宮復古が正常である ⇒ 子宮復古が正常である
皮膚障害の症状・所見がない 皮膚の状態に問題がない ⇒ 精神状態が安定している
創痛のコントロールができている

治療について理解できる 疼痛のコントロールができている ⇒ ⇒
創痛コントロールについて理解で
きる

創部に問題がない

日常生活の注意点について理解
できる

体位変換ができる 離床ができる
日常生活の注意点について理
解できる

子宮の収縮を促進し出血を抑え
る内服が開始になります
・・１日３回　朝・昼・夕食後

・・術後1日目朝に少量飲水で内
服開始

点滴を行います 点滴を行います

痛み止めの注射があります 痛み止めの注射があります

抗生剤の注射があります 抗生剤の注射があります

硬膜外麻酔後における局所麻酔
剤の持続的注入により痛みをコ
ントロールします

硬膜外麻酔後における局所麻酔
剤の持続的注入により痛みをコ
ントロールします

創傷処置

心電図・呼吸モニタを行います 心電図・呼吸モニタを行います

リハビリ
検体検査 採血があります 採血があります 採血があります

画像・生理・内視鏡 レントゲンがあります
朝
昼
夕

検温
1日1回　【体温・脈拍・血圧・身
長・体重を測定します】

1日1回　【体温・脈拍・血圧を測
定します】

1日4回　【体温・脈拍・血圧Ｈ・
SPO2（酸素の値）を観察します】

1日4回　【体温・脈拍・血圧を測
定します】

1日3回　【体温・脈拍・血圧を測
定します】

1日2回　【体温・脈拍・血圧を測
定します】

1日1回　【体温・脈拍・血圧・体重
を測定します】

1日1回　【体温・脈拍・血圧を測
定します】

⇒ ⇒

術前オリエンテーションを行いま
す

入院時オリエンテーションを行い
ます

おへそ掃除をしてシャワー浴を行
います

シャワー浴

【分娩監視装置】【ドップラー】を
装着して陣痛の観察と胎児心音
聴取を行います

持参された薬の確認・調整を行
います

⇒
内服薬・外用薬の調整を行いま
す

内服薬・外用薬の調整を行いま
す

尿管留置カテーテルの管理をし
ます

⇒

血栓予防【間欠的空気圧迫器】を
装着します

⇒

出生直後の新生児ケアを行いま
す

必要に応じて食事を調整します

清拭を行います 新生児：清潔【沐浴】を行います ⇒ ⇒ ⇒

母乳育児の指導を行います
【乳房自己マッサージ】

育児の教育【沐浴指導】を行いま
す

褥婦（出産後の母親）指導を行い
ます

乳房マッサージを行います ⇒ ⇒ ⇒
シャワー浴【断続的観察】を行い
ます

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

転倒防止ケアを行います

副食摂取量をみます ⇒ 副食摂取量をみます ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
主食摂取量をみます ⇒ 主食摂取量をみます ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
尿回数をみます 尿回数をみます ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
便回数をみます 便回数をみます ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

輸液量をみます ⇒
尿量(ml)をみます ⇒
出血量を確認します ⇒
子宮底長（産後）を確認します ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
子宮硬度を確認します ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
悪露の性状をみます ⇒

出血（創部）がないか確認します ⇒ ⇒ 浮腫部位をみます
創周囲熱感（腹部）がないか確認
します

⇒ ⇒ 尿糖（尿試験紙）を調べます

創周囲発赤（腹部）がないか確認
します

⇒ ⇒ 尿蛋白（尿試験紙）を調べます
精神的に安定してるか一緒に
確認します

不安や不眠などがあれば医療者
に伝えてください

痛みや出血など医療者に速やか
に伝えてください

痛みや出血など医療者に速やか
に伝えてください

お知らせ

検
査

食
事

看
護

説明・清潔・排
泄

観察・計測

処置

退院へ向けて不安なことは医療者に伝え解決しましょう

手術の日は絶食です　飲水は指示に従ってください

超音波検査ドップラー法
（胎児心音観察）

手術当日 術後
イベント

日付 　　月　　日（　）

注射

患　者　目　標

治
療

内服


